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はじめに
富士北麓に位置する山中湖でフジマリモが発見された
のが1956年のことで，その後，河口湖でもフジマリモが
発見された。これらの湖沼は，マリモが生育している自
然湖沼の世界の南限に位置している点で貴重な湖沼であ
る(杉浦1992)。さらに，1992年には，同じ富士五湖に
ある西湖でもマリモの生育が確認され，これらの湖沼で
のマリモ生育に関する調査が行なわれた。（若菜
1994)。
マリモ生育湖沼の水質については，湖沼型を決定する
ための栄養塩や汚濁成分について分析が主に行われ，主
要溶存成分の分析データは意外に少ない。この報告では‘
1993年の調査の際に採取した山中湖，河口湖，西湖の三
湖沼のマリモ生育地の湖水について主要溶存成分の分析
結果を報告する。
調査地点
試料水は，山中湖ではママの森沖，河口湖では鵜の島
沖，西湖では西の越沖で採取した(図，－3)。西湖につ
いてはマリモ生育地点の水深,43mの湖底水も採取した
（若菜1994)。
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分析方法
PH：ガラス電極法
導電率：電気電導度法
総アルカリ度：メチルレッド混合指示薬による中和
滴定法(0.01N－HCl使用）
ナトリウムイオン：炎光光度法(コタキ商事FP-33D）
カリウムイオン：同上
カルシウムイオン：EDTA滴定法
マグネシウムイオン：同上
アンモニウムイオン：インドフェノール法
塩化物イオン：チオシアン酸第二水銀法
硫酸イオン：クロム酸バリウムージフェニルカ
ルバジド法
硝酸イオン：マリンリレー法
溶'性ケイ酸：モリブデン黄法
分析結果
表lに分析結果を示す。導電率では河口湖が最も高く‘
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次いで山中湖，西湖の順になった。河口湖の湖水の溶存
成分ではナトリウムイオン，カルシウムイオン，塩化物
イオン，硫酸イオンの濃度が他の湖沼よりも高かった。
植松らの調査によると，河口湖の導電率は130"s/cm，山
中湖の導電率は85"s/cmで,塩化物イオン濃度はそれぞ
れ4mg/1，1．5～20mg/lであったので（植松，1979)※
この当時と比べて主要溶存成分組成に大きな変化はない
ようである。
西湖は，山中湖，河口湖に比べて導電率，溶存成分濃
度とも低かった。また，表層と水深,43mの水の比較で
は，カルシウムイオン，溶性ケイ酸，硝酸イオン濃度が
水深14.3mの部分で若干高かった。
これら三湖沼でのマリモの生育は湖底の湧水周辺に多
く分布すると言われているが(杉浦，1992)，今回の調査
では湖底湧水が採取できなかったため，湖底湧水と湖水
の水質の違いがどの程度あるのかということを調査する
ことも今後のマリモ保護のためには必用となってくるで
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表1山中湖，河口湖，西湖の水質
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山中湖ママ
の森沖
981
93/10/06
表層
19．6
90
7．8
0．85
4．0
1．2
9．7
3．6
2．4
2．7
9．5
0．07
0．15
八年
0．畠
河口湖
鵜の島沖
832
93/10/04
表層
19．8
120
7．7
0．83
7．3
0．5
10．9
3．3
4．1
7．4
8．6
0．06
0．70
西湖
西の越沖
93/10/05
表層
17．7
80
7．8
0．65
6．1
0．4
8.0
2．1
3．0
4．1
9．3
0．02
0．93
西湖
西の越沖
902
93/10/05
水深14.3m
12．2
80
7．6
0．65
5．1
0．3
8．7
2.0
2．3
3．9
10．1
0．01
1．33
